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大善と小善の違い 
 

 

 

先月に続き弊社のフィロ

ソフィと応援メッセージを

お送りします。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 弊社フィロソフィです。 

小善は大悪に似たり 
人間関係の基本は、愛情

をもって接することにあり

ます。しかし、それは盲目

の愛や溺愛であったりして

はなりません。 

上司と部下の関係でも、

信念もなく部下に迎合する

上司は、一見愛情深いよう

に見えますが、結果として

部下をダメにしていきます。

これを小善といいます。

「小善は大悪に似たり」と

言われ、表面的な愛情は相

手を不幸にします。逆に信

念をもって厳しく指導する

上司は、けむたいかもしれ

ませんが、長い目で見れば

部下を大きく成長させるこ

とになります。これが大善

です。 

真の愛情とは、どうある

ことが相手にてとって本当

に良いのかを厳しく見極め

ることなのです。 

例えば、自分の子供がかわ

いいあまりに溺愛し、甘や

かし放題に育てたところ、

その子供が成長した暁には

ロクでもない人間に育って

しまった、ということがあ

ります。かわいいからとい

って子供を溺愛するという

小善をなしたことが、結局

当人にとって、独立自尊で

きない人物になり大悪をな

したことになったわけです。 

IBM の社是にある小善と
大善 

例えば、IBM の社是には、

「社員を大事にする」とい

うのがあるそうです。確か

に、アメリカの会社であり

ながら、IBM には日本と同

じように長く勤める社員が

多いと聞きます。会社を変

われば変わるほどビジネス

マンとして箔がつく、と言

われるアメリカにあって、

IBM の社員は総じて勤続年

数が長いと言います。 

IBM の社是の説明に、次

のようなたとえ話が出てく

るそうです。 

ある北国の湖の畔に、心

優しい老人が住んでいまし

た。湖には毎年、野ガモの

群れが飛んできて、冬を過

ごします。優しい老人はい

つとはなしに、湖に集まる

野ガモたちに餌を与えるよ

うになりました。野ガモは

水辺に寄ってきては老人が

くれる餌を喜んで食べてい

ました。来る年も来る年も

老人は餌をやり続け、野ガ

モもその老人からもらう餌

を越冬の糧とするようにな

りました。 

ある年もまた、野ガモの

群れがその湖にやってきま

した。いつものように餌を

もらいに水辺に寄ってきま

すが、老人はいつまでたっ

ても現れません。老人は、
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すでに亡くなっていたので

す。 

その年、寒波が襲来し、

湖が凍結してしまいました。

老人が現れるのをひたすら

待ち続け、自分たちで餌を

捕ることを忘れてしまった

野ガモたちは、やがて皆餓

死してしまったのです。そ

して、IBM ではこのような

社員の育て方はしません、

と書かれているそうです。 

 

※2024 年 04 月号に続きます。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

応援メッセージです。 

「宇宙の風」 
宇宙には全てのモノを生

成発展させる力があると言

われています。これを「宇

宙の風」という言葉で表現

できます。この風が大きな

方向を定めています。 

だから生成発展する方向

に考え方も、行動も向かう

と、宇宙の風に乗って進ん

で行き、上手くいくように

成ります。 

これを別の言い方で「宇宙

との調和」と呼びます。 

物事を生成発展させる方

向に宇宙の風が吹いている

のだから、その莫大なエネ

ルギーが流れる方向に逆ら

ってみても意味が無いし、

簡単に押し流されてしま

う。 

そうすると初めの一歩が非

常に大事になります。しか

し、「宇宙の風」を感じる

ことは、中々難しいです。 

利己的な思いが強かった

り、自分に囚われたり、心

がざわついて居たりする

と、「宇宙の風」は感じら

れません。 

自分から少し離れ、利己

的な思いを少し押さえ、心

を穏やかにすると、ほんの

少しだけ、「宇宙の風」を

感じることが出来るように

成ります。 

その「宇宙の風」を感じる

心を少しずつ育て、その風

に沿って心の帆を上げる

と、あなたの人生という船

が、素晴らしい方向に進み

出します。 

それも、風に乗って進むの

で、スムーズであり、思っ

た以上に早く進みます。 

「宇宙の風」という莫大な

エネルギーを持った推進力

で押されていくので、自分

が思うより遥か高く、遥か

遠くまで行くことが出来る

のです。 

「他力の風」 
この宇宙の風は、実は身

近にあります。「他力の

風」がそうです。 

この「他力の風」を受け

るために、自分から少し離

れて、自分の思いや考えを

意識的にチェックすること

を勧めます。そのようなこ

とが出来る心の状態を自ら

導くことを遣ってみましょ

う。「素直な心」というも

のが、その導きに役に立つ

のだと思います。優しい思

いやりの心、即ち「利他の

心」というものが、その導

きに役に立つのだと思いま

す。 

誰もが、これらの心を持っ

ています。今、表に出て来

ていなくとも、心の奥底に

持っておられます。 

「宇宙の風」即ち「他力の

風」を掴んで、調和して、

どこまでもどこまでも生成

発展して行けます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

豊原 信 


